
第１号様式 

 

  令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 申請書 

 

      ○年 ○月 ○日  

 

愛媛県共同募金会新居浜市支会 

支会長 白石 敦之  様 

団  体  名   学校名               

代表者職氏名   校長名             印 

所  在  地  〒○○○-〇〇〇〇          

              新居浜市〇〇町○○-○○      

ＴＥＬ      ○○-○○○○           

ＦＡＸ       ○○-○○○○           

Ｅ‐mail     ○○○ ＠ ○○○           

                      

  下記の事業を実施するため、愛媛県共同募金会新居浜市支会における地域配分金助成実施要項に基づき、

関係書類を添え助成金の交付を申請します。 

助成金申請の種別 [該当種別に○印をつけて下さい。] 

 新居浜市社協が実施する市民全体を対象とした事業 

 福祉関連分野に関る多様な団体やボランティアグループ等が実施する事業 

○ 小学校・中学校・高等学校が実施するボランティア活動普及に関する事業 

 新居浜市社協支部が実施する地域課題の解決を目指した新たな事業 

 新居浜市社協大島支部及び別子山支部が実施する地域福祉を安定的かつ実践的に展開する事業 

 

事業実施期間    令和９年 ○月 ○日  ～  令和○年 ○月 ○日 

事業費総額 ○○円 助成金申請額 ２０，０００円以内 

 

 

 確認欄に○印をつけ、下記の順序で添付して下さい。  〔 ※ 団体、ボランティアグループ等のみ添付 〕 

№                        添   付   書      類   確認欄 

１ 団体の定款、規程、会則、その他これらに準じる書類 必要なし 

２ 団体の役員名簿、会員名簿等（住所を記載したもの） 必要なし 

３ 団体の当該年度収支予算書及び前年度収支決算書 必要なし 

４ 団体の活動内容がわかるもの（事業報告書・チラシ・パンフレット・機関誌等） 必要なし 

５ その他、支会が求める書類（                        ） 必要なし 

 

昨年度の赤い羽根

共同募金運動への

参画状況 

該当する項目にチェックしてください。（家庭での寄付は除く。） 

□募金活動全般  □学校・職場単位での寄付   □募金箱の設置 

□街頭募金に参加 □イベントでの募金呼びかけ   □機関紙等での呼びかけ 

□その他（具体的に                 ）□特になし 

記入例 

↓ 事業実施予定日を記入 
最長の場合は、令和 9年 4月 1 日~令和 10 年 3 月 31 日と記入 

↑ 助成金を使って行う事業のみの費用総額を記入 ↑ 左記の総額のうち、助成金がいくらかを記入 

↓ 該当する項目にチェック 

↑ 提出日を記入 



第２号様式 

 

  令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 事業計画書 

 

事   業   名 

【例えば】 

① 地域と心をつなぐ花いっぱい活動 

② きれいなまちをつくる清掃活動 

③ SDGs文房具リレー 

④ 空き家から考えるまちの未来プロジェクト 

⑤ デジタル活用による多世代交流サポート 

実 施 場 所 学校内など実施場所 

連携 する団体等 PTA、自治会、民生委員、社協○○支部、○○団体など 

実 施 予 定 回 数         ○○回 参 加 予 定 人 数        ○○人 

事 業 内 容 

 

 

 

 

【例えば】 

① 地域の高齢者やボランティア団体と協力し、学校周辺の公共スペースや通

学路に季節の花を植え、住民が立ち寄り交流できる花壇を整備・維持する。

植栽作業や手入れを通じて地域とのつながりを深め、憩いの場づくりを進

める。 

② 通学路や近隣の公園など、地域の公共スペースを生徒と住民が協力して清

掃する。ごみ拾いや草刈りを行い、環境美化と安全な生活環境の維持に取

り組む。地域の人々と協働することで、環境保全への意識を高める。 

③ 家庭や学校に眠る未使用のノート・鉛筆・消しゴムなどを全校で収集し、

生徒が仕分け・箱詰めを行う。国内外で学用品を必要とする子どもたちへ

届けることで、資源の有効活用と支援の仕組みを学び、SDGsへの理解を深

める。 

④ 地域の空き家を題材に、専門家講話、まち歩き、環境調査、住民との交流、

情報発信を行う。空き家問題を通して地域課題を自分ごととして捉え、ま

ちの未来を考える探究型学習を実施し、課題解決の視点を育てる。 

⑤ 徒が講師となり、高齢者にスマホの基本操作、SNS の使い方、ビデオ通話

の方法などを教える。対面やオンラインで交流し、デジタル活用を支援す

ることで、世代間のつながりを深め、地域のICT格差解消に寄与する。 

 

 

期待 できる効果 

【例えば】 

① 地域住民と協働して花壇を整備する経験が、身近な奉仕活動への関心を高

め、地域に貢献する喜びを実感することで、継続的なボランティア参加意

欲が育つ。 

② 公共の場を自らきれいにする体験が、地域への責任感と奉仕の心を育てる。

達成感を得ることで、日常的なボランティア活動への参加意識が高まり、

継続的な行動につながる。 

 

↓ 地域福祉の向上を目的とした活動、地域福祉コミュニティづくりの

ための活動、地域住民の要請と時代に即した事業を記入 

↓ 事業内容に適した事業名を一つだ

け記入 
事業内容が複数になる場合は、総括

した事業名を考案してください 



  

③ 身近な支援活動を通して「誰かの役に立つ」実感を得られ、社会貢献への

関心が高まる。SDGsの理解が深まり、国際支援や地域ボランティアへの参

加意欲が広がる。 

④ 地域課題を自分ごととして捉えることで、まちづくりへの主体性が育つ。

調査・交流・発信の経験が、地域のために行動するボランティア精神の醸

成につながる。 

⑤ 高齢者支援を通じて奉仕の喜びを実感し、世代間交流の価値を理解する。

ICT を活かした新しい形のボランティア活動への関心が高まり、継続的な

参加につながる。 

 

 

来年度以降の継続的な 

取組みに関する意向等 

【例えば】 

① 地域との協働をさらに深め、季節ごとの植栽や交流イベントを拡充しなが

ら、継続的に花壇整備を進める意向。 

② 地域住民との共同清掃を定例化し、参加範囲を広げることで、継続的な環

境美化活動として発展させる意向。 

③ 収集・仕分け体制を整え、支援先との連携を強化しながら、毎年継続的に

文房具支援を行う意向。 

④ 調査・交流・発信を継続し、地域課題を扱う探究学習として内容を深化さ

せ、毎年テーマを更新しながら継続する意向。 

⑤ ICT 講座を定期開催し、高齢者支援の内容を拡充しながら、世代間交流を

継続的に進める意向。 

 

 

その 他特記事項  



 

第３号様式 

 

令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 収支予算書 

 

 

【収入の部】 

区   分 金   額 備     考 

助成金 20,000円 赤い羽根共同募金の助成要望金額を記入 

その他の収入 10,000円 学校活動費、廃品回収、生徒会、PTA補助など 

 円  

 円  

合   計 30,000円  

 

 

【支出の部】 

区   分 金   額 備     考 

消耗品費 12,000円 
園児・高齢者へのプレゼント代、花土代、文具、 

清掃用品、など 

印刷製本費 5,000円 啓発用チラシ代、資料・写真の印刷代 

通信運搬費 3,000円 切手代、ハガキ代 

講師謝金 10,000円 個人や団体への謝礼金 

 円  

 円  

 円  

 円  

合   計 30,000円  

 

 

注） １．支出の部の合計額は、助成金交付額以上でなければなりません。 

   ２．支出の部の区分欄は、事業実施に必要な項目を記入してください。 

   ３．備考欄には、内訳などを記入してください。 

   ４．収入と支出の合計額は、一致するようにしてください。 

  

↑ 収入合計と支出合計が同額となるように記入してください 

↑ 収入合計と支出合計が同額となるように記入してください 



 

第４号様式 

 

 

  令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 交付決定通知書 
 

 

   年  月  日 

 

 

           様 

 

 

 

愛媛県共同募金会新居浜市支会 

支会長   

 

 

 

 

赤い羽根共同募金地域配分金助成金につきましては、次のとおり決定しましたので通知いたします。 

 

 

 

 助 成 金 額              円 

   

 助 成 対 象 事 業 名                            

 

 助成対象事業実施期間      年  月  日 ～     年  月  日 

 

 

 

 

 

※本通知に基づき交付される助成金は地域配分金助成実施要項の定めにより、原則として事業完了後、次

の書類の提出が行われた後、交付いたします。 

 

 

（１）令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 請求書 

 

（２）令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 事業報告書 

 

（３）令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 収支決算書 

 

 

 

 

 

 

共同募金会新居浜市支会から申請団体へ通知します。 



 

第５号様式 

 

 

  令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 請求書 

 

 

 ○年 ○月 ○日 

 

 

愛媛県共同募金会新居浜市支会 

支会長 白石 敦之  様 

 

 

団  体  名   学校名               

代表者職氏名   校長名             印 

所  在  地  〒○○○-〇〇〇〇          

                               新居浜市〇〇町○○-○○      

ＴＥＬ      ○○-○○○○           

ＦＡＸ       ○○-○○○○           

 

 

 

 

   事業が完了しましたので、次のとおり赤い羽根共同募金地域配分金助成金を請求します。 

 

 

１ 金   額                ○○円 

 

２ 事 業 名               ○○○○ 

 

 ３ 振込先口座 

金融機関名     伊予 銀行・農協・信用金庫    新居浜 支店・支所 

預 金 種 別 （１）普通   （２）当座 

口 座 番 号 ０１２３４５６ 

預 金 口 座 名 

フリガナ  ○○ガッコウ ○○タロウ 

      ○○学校 ○○太郎 

    

注１） １．通帳のコピーを添付のうえ、振込先口座を記入してください。 

       ２．フリガナは金融機関へ提出しているものと同じ表記としてください。 

 

 

 

 

↓ 収支決算書（第 7 号様式）と同じ金額を記入 

↑ 事業計画書（第 2 号様式）と同じ事業名を記入 

提出日を記入 →  

事業完了後に提出してくだい。 ３月１０日 最終〆切 



 

第６号様式 

 

   令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 事業報告書 

事   業   名 ○○○○ 

実 施 期 間 令和９年 ○月 ○日  ～  令和○年 ○月 ○日 

実 施 場 所 学校内など実施場所 

連携 した団体等 PTA、自治会、民生委員、社協○○支部、○○団体など 

実 施 回 数        ○○回 参 加 人 数          ○○人 

事 業 内 容 

【例えば】 

① 地域の高齢者やボランティア団体と協力し、学校周辺の公共スペースや通

学路に季節の花を植え、住民が立ち寄り交流できる花壇を整備・維持する。

植栽作業や手入れを通じて地域とのつながりを深め、憩いの場づくりを進

める。 

② 通学路や近隣の公園など、地域の公共スペースを生徒と住民が協力して清

掃する。ごみ拾いや草刈りを行い、環境美化と安全な生活環境の維持に取

り組む。地域の人々と協働することで、環境保全への意識を高める。 

③ 家庭や学校に眠る未使用のノート・鉛筆・消しゴムなどを全校で収集し、

生徒が仕分け・箱詰めを行う。国内外で学用品を必要とする子どもたちへ

届けることで、資源の有効活用と支援の仕組みを学び、SDGsへの理解を深

める。 

④ 地域の空き家を題材に、専門家講話、まち歩き、環境調査、住民との交流、

情報発信を行う。空き家問題を通して地域課題を自分ごととして捉え、ま

ちの未来を考える探究型学習を実施し、課題解決の視点を育てる。 

⑤ 徒が講師となり、高齢者にスマホの基本操作、SNS の使い方、ビデオ通話

の方法などを教える。対面やオンラインで交流し、デジタル活用を支援す

ることで、世代間のつながりを深め、地域のICT格差解消に寄与する。 

 

実施 による成果 

【例えば】 

① 地域住民と協働する経験を通じて、生徒に身近な奉仕活動への関心が広が

り、地域に貢献する喜びを実感することで、継続的なボランティア参加の

意欲が高まった。 

② 公共の場を自らきれいにする体験により、地域への責任感が育ち、日常的

なボランティア行動への意識が向上した。住民との協働が参加のハードル

を下げ、活動の広がりにつながった。 

③ 支援物資を届ける体験を通じて「誰かの役に立つ」実感が生まれ、社会貢

献への関心が高まった。SDGs理解が深まり、国内外の支援活動への参加意

欲が広がる結果となった。 

④ 地域課題を自分ごととして捉える姿勢が育ち、まちづくりに関わるボラン

ティアへの関心が高まった。調査・交流・発信の経験が、地域のために行

動する意識の定着につながった。 

⑤ 高齢者支援を通じて奉仕の喜びを実感し、ICT を活かした新しい形のボラ

ンティアへの関心が広がった。世代間交流が深まり、継続的な地域支援活

動への参加意欲が高まった。 

← 第 2 号様式に記載した事業名を記入 



 

  

「 は ね っ と 」 

 

あ り が と う 

メ ッ セ ー ジ 

 

（３００字以上） 

 

参加した生徒の声やご担当者の感想をご記入ください。 

【例えば】 

① 花壇づくりを通して、地域の方と一緒に作業する楽しさを知りました。花の植

え方や育て方を教えてもらいながら作業する時間はとても温かく、完成した花

壇を見て『きれいになったね』と声をかけてもらえたことが嬉しかったです。

自分たちの活動が地域の景観づくりに役立っていると実感できました。共同募

金で支えていただいたおかげで、道具や苗をそろえることができ、安心して活

動に取り組めました。募金が地域の交流づくりに確かに生かされていることを

感じました。 

② 清掃活動では、生徒が地域の方と一緒に汗を流しながら、通学路や公園をきれ

いにしていきました。普段何気なく通っている場所が、実は多くの人の努力で

保たれていることに気づくきっかけにもなりました。地域の方から『助かる

よ』『ありがとう』と声をかけていただき、生徒の表情が誇らしげになってい

くのが印象的でした。共同募金による支援で、清掃用具や資材を整えることが

でき、活動の幅が広がりました。募金が地域の環境美化と子どもたちの成長に

確実に役立っています。 

③ 文房具を仕分けして箱詰めする作業は思った以上に大変でしたが、『この文房

具が誰かの学びを支える』と思うと自然と手が丁寧になりました。支援先の子

どもたちの写真を見て、少しでも役に立てたら嬉しいと感じました。共同募金

で梱包資材や発送費を支援していただいたおかげで、活動を最後までやり遂げ

ることができました。募金が国内外の子どもたちの学びにつながり、私たちの

活動を後押ししてくれていることを強く感じました。 

④ 空き家を題材にした探究活動では、生徒が地域の現状を自分の目で確かめ、住

民の方の声を聞きながら課題を深く理解していきました。専門家の講話やまち

歩きで得た学びをもとに、生徒自身が『自分たちにできること』を考え、発信

する姿が見られました。共同募金の支援により、講師謝金や調査に必要な資料

を整えることができ、学びの質が大きく高まりました。募金が地域の未来を担

う子どもたちの探究活動に確実に生かされています。 

⑤ スマホの使い方を高齢者の方に説明する活動では、最初はどう伝えればよいか

戸惑いましたが、ゆっくり話すと理解してくださり、『本当に助かったよ』と

笑顔で言ってもらえたことがとても嬉しかったです。世代が違う方と関わるこ

とで、自分の説明の仕方やコミュニケーションの大切さを改めて感じました。

共同募金で支援していただいた環境整備や運営面のサポートがあったからこ

そ、地域の方と温かい交流が生まれ、活動の意義を強く実感できました。募金

が地域のつながりづくりに役立っていることを感じています。 

 

その 他特記事項  



 

 

 

事 業 活 動 の 様 子 

 

（コメント：写真の内容を簡単に記載してください         ） 

 

（コメント：写真の内容を簡単に記載してください         ） 

 

注） １．活動中のカラー写真を２枚以上添付してください。 

（社協ホームページ等に掲載する場合があります。） 

２．写真の下に内容がわかる説明文を記入してください。 

３．チラシ、冊子などの印刷物などがある場合は添付してください。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

写 真 貼 付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

写 真 貼 付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の例文（助成金の使途明示）を記載した「チラシ、案内文書、研修会資料、ホームページ記事など」

を一緒に提出する必要があります。 

（例文）この事業は、皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。  



 

第７号様式 

 

 令和９年度 赤い羽根共同募金地域配分金助成金 収支決算書 

 

【収入の部】 

 

 

【支出の部】 

区   分 金   額 備     考 

消耗品費 12,000円 
園児・高齢者へのプレゼント代、花土代、文具、 

清掃用品、など 

印刷製本費 5,000円 啓発用チラシ代、資料・写真の印刷代 

通信運搬費 3,000円 切手代、ハガキ代 

講師謝金 10,000円 個人や団体への謝礼金 

 円  

 円  

 円  

 円  

合   計 30,000円  

 

 

 

注） １．支出の部の合計額は、助成金交付額以上でなければなりません。 

   ２．支出の部の区分欄は、事業実施に必要な項目を記入してください。 

   ３．備考欄には、内訳などを記入してください。 

   ４．収入と支出の合計額は、一致するようにしてください。 

   ５．助成金により実施した事業に関係する領収書のコピーを添付してください。 

  

区   分 金   額 備     考 

助成金 20,000円 赤い羽根共同募金の助成要望金額を記入 

その他の収入 10,000円 学校活動費、廃品回収、生徒会、PTA補助など 

 円  

 円  

合   計 30,000円 
 

↑ 収入合計と支出合計が同額となるように記入してください 

↑ 収入合計と支出合計が同額となるように記入してください 



 

  

 

 

 

 

 

レシートや領収書は費目ごとに整理をお願いします。 

 

   消耗品費           講師謝金          通信運搬費        

 

領収書のコピーを添付してください 


